
「困難な問題を抱える女性への支援のための施策に関する基本的な方針

（案）」に対して寄せられたご意見について 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 2 9 日 

厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課 

 

「困難な問題を抱える女性への支援のための施策に関する基本的な方針（案）」

について、令和５年１月 20日から同年２月 18日までご意見を募集したところ、

計 1021件のご意見をいただきました。 

ご意見については、適宜要約等の上、取りまとめており、パブリックコメント

の対象となる案件についてのご意見に対する考え方のみを公表させていただい

ておりますので、ご了承ください。 

今後とも厚生労働行政の推進にご協力いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

ご意見の概要 ご意見に対する考え方 

P８について  

「入所者のうち半数近くの女性が何らか

の障害や疾病を抱えている」との記載を踏

まえると、既に記載のある性被害からの回

復支援だけでなく、障害や疾病等に対する

支援内容についても記載すべきではない

か。 

障害や疾病のある支援対象者に対する当

該障害や疾病そのものに対する支援は重要

と考えております。一方で、必要とする支

援の個別性の高さ等も踏まえ、本基本方針

案においては、嘱託医等により、必要な医

療の受診や精神科受診等を勧めることや、

障害者総合支援法に基づく支援等の活用等

を一部記載した上で、個々の支援対象者の

状況等に応じ、女性本人に寄り添って意向

を丁寧に聞き取りながら個別支援のための

計画を策定した上で、ニーズに基づいた支

援を行う旨を記載しております。 

P９について  

「女性自立支援施設（旧婦人保護施設）

が提供する支援を受けようと考えていない

ことや」は、「支援を受け難い現状があるこ

とや」に訂正すべき。 

御指摘の「支援を受け難い現状があるこ

と」については、同ページ後段に記載して

いる「支援対象者に支援を受けることを躊

躇させる要因があること」として記載して

おります。 

P9について 

男女の労働格差、賃金格差（男性の賃金

の７割）、とりわけ不安定な非正規雇用に女

御指摘の趣旨等も念頭に、基本方針案で

は、これまでの経緯を踏まえ、女性が、女

性であることにより、不安定な就労状況や



性が多く、全世代で女性の貧困率が圧倒的

に高いことが、年金の受給にも大きくひび

き、現役世代の女性も含め年金世代の女性

の貧困世帯が多いことの記述が必要なので

はないか。 

経済的困窮、孤立などの社会経済的困難等

に陥るおそれがあること等を前提としてい

ることや、中年・高齢世代等を含めた幅広

い年齢層の女性それぞれのライフステージ

に応じた支援を行う旨の記載をしておりま

す。 

また、御指摘のように、困難女性支援法

のみならず、様々な制度において横断的に

取り組んでいくことが必要な課題であると

考えております。 

中高年独身女性は、貧困のリスクを抱え

て生活をしている人が多く、このことは困

難女性の支援をする上で押さえておくべき

ことである。 

単身女性が困難・貧困に陥る要因は、男性

片働き世帯を重視した性別分業に基づく世

帯単位の社会保障・税制度にある。 

P10について 

「特に、女性の尊厳を傷つけ（中略）」以

降、14行目「連携して支援を行う必要があ

る」までは大変重要な箇所であり、すなわ

ち世界的に認識されてきた、ＳＲＨＲ（セ

クシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ラ

イツ）性と生殖に関する健康と権利の提唱

について、ここできちんと文言として入れ

るべきではないか。 

御指摘の趣旨も念頭に、基本方針案にお

いては、女性が、女性であることにより、

予期せぬ妊娠等の女性特有の問題が存在す

ること等を前提としていることを示した上

で、妊娠等に関連する支援については、妊

娠・出産・中絶等のどの段階においても、

母体の危険性、緊急な対応の必要性などに

配慮し、支援対象者の意思決定過程を支え

ながら、適切な専門機関や支援施策と緊密

に連携して支援を行う必要性等を記載して

おります。 

P10について 

方針に全面的に賛同いたします。ただし、

性自認が女性、身体的性別が男性の方は含

まないでいただきたいです。あくまでもそ

れは「区別」であり、「差別」ではありませ

ん。暴力を受けた女性にとって、必要なの

は安心感です。特に性暴力にあった女性に

とって、そこに身体的男性がいないことは

「安心感」の必須要件です。私自身が性犯

罪に巻き込まれた経験があるので、その点

は強く要望致します。支援者含め、関係者

を身体的女性のみにしていただきたいで

す。 

性的マイノリティーの方々に対する支援

については、様々なご意見があり、今後も

議論されるべき課題であることを前提とし

つつも、現在の基本方針案として、性自認

が女性であるトランスジェンダーの方々の

支援については「トランスジェンダーであ

ることに起因する人権侵害・差別により直

面する困難に配慮し、その状況や相談内容

を踏まえ、他の支援対象者にも配慮しつ

つ、関係機関等とも連携して、可能な支援

を検討することが望ましい。」と記載し、

他の支援対象者に配慮しつつ、当事者のニ

ーズに応じた支援を検討していくものとし



P10について 

「他の支援対象者にも配慮しつつ」とす

ることは、トランス女性をそれ以外の女性

よりも一段低く取り扱うことを意味し、差

別的な内容です。 

 

「人権侵害・差別」は誰に対してもあって

はならないことです。トランス女性（「性自

認が女性であるトランスジェンダーの者」）

が様々な人権侵害や差別を受けながら公的

保護を受けられない実情を踏まえると、当

事者にとっては喫緊の課題であり、行政と

して必要かつ適切な支援が（公正に）なさ

れるべきです。 

ております。 

P10について 

トランスジェンダーの方々にとって性自

認が女性か男性かで困難の差があるとは 

思えない。本法案は女性ならではの困難に

ついての法案であるが、女性の見た目 

なのに中身が男性というほうが、その困難

は強くなっていると想像すべきである。 

従って性自認が男性であるトランスジェン

ダーも支援対象に含むべきである。 

P10について 

女性であり、かつ、アイヌ等の先住民族

の女性や、障がい者、外国人、元受刑者、依

存症者、HIVとともに生きる者等のその他の

マイノリティ性を併せ持つ人への視点が弱

いのではないか。 

 ご意見を踏まえ、国籍や出自、様々な疾

病や障害、経験等に由来する、様々な複合

的な差別や社会的排除に直面し、抱えてい

る問題自体が複合化・複雑化していること

が多い点等を追記しました。 

P14について  

「若年女性については、児童相談所等の関

係機関とも連携しながら、制度の狭間に落

ちないよう、留意して対応する必要がある

こと。」について、「児童相談所からの依頼

に応じ、連携して支援することが望ましい」

と趣旨が明確になるよう修正すべき。 

 若年女性に関する組織間連携について

は、御指摘のように「児童相談所からの依

頼」の場合もありますが、婦人相談所から

依頼する場合やその他の機関等からも照会

や協力の要請を受けるなど、相互に連携を

図る必要があることから、原案の記載とし

ております。 



P14、P25について  

「ソーシャルワーク支援」の文言は語義

の重複等の観点から削除するか別の表現に

修正すべき。 

 ご意見を踏まえ、記載を「ソーシャルワ

ークによる」等と修正いたします。 

 

P15について 

「保護更生」のための「判定」や「行動観

察」は今後実施しない」とのことだが、保護

更生のためでなければ「判定」や「行動観

察」を実施するということか。それとも「判

定」「行動観察」は全く実施しないというこ

とか。 

 ご意見を踏まえ、記載を「「保護更生」

のための「判定」や「行動観察」は今後実

施しない」から「「保護更生」を目的に行

われてきた「判定」や「行動観察」は今後

実施しない」と修正いたします。  ま

た、旧売春防止法に基づくこれらの「判

定」や「行動観察」に代えて、必要な支援

の見極めを行うための十分なアセスメント

を実施することを想定しております。 

P18について 

連携する団体については、財務諸表、役

員構成、活動内容などしかるべき情報を公

開することを義務付けるとともに、監督・

評価する仕組みが必要ではないか。 

 

現在、厚生労働省として女性支援に関し

自治体に補助を行っている事業としては、

困難な問題を抱える女性支援連携強化モデ

ル事業や若年被害女性等支援事業等があり

ますが、こうした補助事業に関しては、補

助金等に係る予算の執行の適正化に関する

法律や地方自治法等に基づき、実施主体で

ある都道府県等により事業の適切な執行の

ために必要な対応を行うこととされており

ます。 

P19について 

「女性相談支援センターをはじめ～」に

ついて、最初の相談窓口が都道府県の女性

相談支援センターであるように読めるた

め、不適切ではないか。 

御指摘の点については、最初の連携先は

女性相談支援センターであるべきという趣

旨ではなく、困難女性支援法に基づく支援

の中核的な機関として、女性相談支援セン

ター、各自治体の女性相談支援員、女性相

談窓口を連携先として列挙したものです。 

P20について 

一泊に限定される必要はなく、むしろ限

定しないことが望ましいのではないか。 

 御指摘を踏まえ、記載を「宿泊」と修正

いたしました。 

P22について 

「さらに、虐待等の家庭環境を背景とす

る若年女性のうち未成年の一時保護に際し

ては～」について、未成年児童の一時保護

若年女性の状況に応じて必要な支援を行

う必要があり、女性相談支援センターが児

童相談所と連携し、児童相談所から女性自

立支援施設や民間団体等に対して児童福祉



相談は、児童相談所が窓口であり、女性相

談支援センターに一時保護を行う権限があ

るような記載とするのは不適切ではない

か。 

法の規定に基づく一時保護委託を行うこと

も含め、あらかじめ女性相談支援センター

と児童相談所の間で、一時保護の際の具体

的な手続等の連携方法を十分協議しておく

必要があるものと考えております。 

P23について 

「市町村の女性相談支援員」を「市町村

等の女性相談支援員」に修正していただき

たい。（県の福祉事務所にも女性相談支援員

がいるから。同じく下から 9 行目の「市町

村」を「市町村等」に修正していただきた

い。 

ご意見を踏まえ、記載を「市町村等の女

性相談支援員」と修正いたします。 

 

P23について 

「厳重な秘匿を要する場合と居所を秘匿

する必要性は薄く、むしろ社会とのつなが

りを維持する必要があり」とあるが、この

問題意識は元々従来三機関がＤＶ防止法と

売春防止法という異質のケアを必要とする

任務をーつの機関が担うことが問題だと考

える。携帯電話使用等を一律に規制するの

ではなく、利用者のニーズについて考えて

いくことが必要ではないか。 

御指摘の趣旨は本基本方針案を検討した

有識者会議においても議論があり、今後も

議論されるべき重要な課題と考えておりま

すが、本基本方針案においては、御指摘の

趣旨も踏まえつつ、「例えば、必要に応じ

て近隣自治体とも連携しつつ、（略）それ

ぞれの支援に特化した施設の設置等それぞ

れの課題を踏まえた対応策や支援の在り方

の検討に努める必要がある」ものとしてお

ります。 

なお、携帯電話の利用については、令和

2年に「婦人相談所一時保護所及び婦人保

護施設における携帯電話等通信機器の使用

に関する基本的対応方針」を策定し、様々

な制約の中でも可能な限り利用者の意向に

沿った対応を行うべきであることを示して

おります。 

P24について 

被害回復支援には、差別や社会的排除な

ど女性以外のマイノリティ属性としての被

害経験に起因する困難や生きづらさを抱え

ている者も多く含まれる旨を記載すべき。 

御指摘を踏まえ、差別や社会的排除等の

経験に起因する困難や生きづらさを抱えて

いる者が多く含まれる旨を追記しました。 



P24について 

「人間らしい日常生活」から「その人ら

しい日常生活」とすべき。22行目には「そ

の人らしく」という文言があります。日常

生活を取り戻すことを支援するという趣旨

からも、書き直した方がよい。 

ご意見を踏まえ、記載を「その人らしい

日常生活」と修正いたします。 

P25について 

「心理的支援」「健康支援」の相関関係が

不明瞭であり、適切な文言に修正すべき。 

御指摘の部分は、「健康」は「医学的支

援」及び「心理的支援」の双方により成り

立つものと考えております。 

P29について 

国の「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」

に掲げられてきた性暴力ワンストップセン

ター強化の方針を踏まえれば、本法の実際

の運用において性暴力被害者のためのワン

ストップ支援センターとの緊密な連携は当

然のことであり、どのような連携を想定す

るのかを明確にすべき。 

ご意見を踏まえ、「被害直後からの支援

を総合的に行う性犯罪・性暴力被害者のた

めのワンストップ支援センター等の支援機

関とも早期に連携し、心的外傷の被害回復

支援に取り組みながら、日常生活の回復の

支援等につなげていくことが重要」である

旨を追記しました。 

P30について 

支援調整会議の構成員に任命される経緯

や基準等が一切定義されておらず不透明で

ある。選定基準を明記するべきではないか。 

 

支援調整会議の構成員については、本基

本方針案において「関係機関、一時保護ま

たは自立支援の委託を受けた者、困難な問

題を抱える女性への支援に関する活動を行

う民間の団体及び困難問題を抱える女性へ

の支援に従事する者、その他の関係者」と

記載しており、こうした記載も踏まえ、各

自治体において適切に選定されるべきもの

と考えております。 

P34（３）①クについて 

当該地域の困難な問題を抱える女性の現

状と課題を把握するために調査が必要な項

目として、「管内の母子生活施設や女性を対

象とした生活保護施設等、本法の対象者と

同様の女性を支援している、他事業におけ

る女性の保護状況」が必要ではないか。 

ご意見を踏まえ、「管内の母子生活支援

施設や女性を対象とした更生施設等、困難

な問題を抱える女性を支援している、他施

策における女性の支援状況」を追記しまし

た。 

 

法では、日本国籍以外の女性も支援の対

象となると理解しているが、「国籍」だけで

基本方針案では、「法が定義する状況に

当てはまる女性であれば年齢、障害の有



はなく「在留資格」についても、本基本方針

案に「在留資格を問わず」と記載するなど、

支援対象について国籍や在留資格の有無で

制限をかけていないことを明確化すべき。 

無、国籍等を問わず、」としており、在留

資格の有無で制限をかけていないことを含

んだ記述にしております。 

 

国籍を問わないとしているが、本来は日

本の法であり、日本国民のみを対象とすべ

きではないか。 

性暴力被害等の困難な問題を抱える女性

への支援を目的とした制度であること等を

踏まえ、他の社会福祉関係の法令と同様

に、国籍を問わず対象としております。 

支援の対象は、本基本方針案で個別に記

載されている、若年女性やＤＶ被害者、性

被害者等に限られないため、中高年女性に

ついても支援の対象となることが明確とな

るような記載とすべきではないか。 

 

 

支援の基本的な考え方について、「若年

世代から子育て世代、中年・高齢世代と、

幅広い年齢層の女性それぞれのライフステ

ージに合わせて、各関係機関や民間団体等

とも連携し、支援対象者の立場に寄り添っ

た支援を行うことが必要であること。」と

記載しており、対象は若年女性やＤＶ被害

者、性被害者に限りません。 

国として行う困難女性への支援方法につ

いて、ＳＮＳを通じて、個人からの相談を

受け付け、相談内容に応じて、支援に適切

な相談場所を紹介するような方法を行って

はどうか。 

 

 

国と地方公共団体それぞれの果たすべき

役割・機能等も考慮し、国としては都道府

県等における相談活動等に対する財政支援

等を実施している他、令和５年度からは困

難な問題を抱える女性が支援につながるよ

う、必要な情報発信等を行うプラットフォ

ーム構築等事業を行うこととしておりま

す。 

本来、困難を抱える国民への支援は行政

が行なうべきものだが、被害者にとっては

民間団体による支援が望ましいケースもあ

るため、民間団体による支援が十分に行わ

れるよう、国から予算措置により支援を行

うべき。 

現在、民間団体支援強化・推進事業等に

より、新規の民間団体の立ち上げの支援や

育成、強化等を図る取組等を行っていると

ころであり、引き続きこうした支援を通じ

て、困難な問題を抱える女性への支援の強

化に努めてまいります。 

女性支援に従事する行政職員には、福祉

行政全般についての知識が求められること

を踏まえ、支援に携わる民間団体の職員に

も、基礎的な福祉に関する知識の取得を求

めるべきではないか。 

 

支援に関わる関係者の資質の向上は重要

であり、基本方針案においては、国及び地

方公共団体は、困難な問題を抱える女性へ

の支援に関する研修を実施し、民間団体の

職員も含め、専門的知識の習得及び資質の

向上を図ることとしております。 



法律の名称が変わっただけで実態は変わ

らないという事態にならないよう、きめ細

かいフォローをしていくべき。 

御指摘も踏まえ、引き続き、困難な問題

を抱える女性に対する支援体制の強化等に

取り組んでまいります。 

基本方針に定められている一時保護の要

件が適切に運用され、必要な人が保護され

るようにしてほしい。 

基本方針に定められた支援が十分に実現

できるよう、財政的裏付けのある支援体制

を整備してほしい。 

基本方針に基づく女性支援がしっかりと

確立されるように取り組みを進めて欲し

い。 

基本方針に賛成する。入所等の支援が終

了したあとの、アフターケアも充実させて

ほしい。 

新法の理念に賛同する。女性支援の事業

がより多くの女性に活用してもらえる仕組

みとなるようにしていってほしい。 

女性が暴力から救われる場所があること

をもっと周知してほしい。 

 


